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詳。前漢代紀元前 154 年～紀元前 92 年の東方朔に仮




























































































































































































































































































































































































































































































か む し かん じ かん じ こうじたちばな
加無之）と記す3）（注76）。別に甘子，柑子72），柑子橘，









































































































































榧實 一名彼子一名披核 已上二名出蘇敬注 和名加倍乃
美とあり，榧實の和名をカヘノミ（加倍乃美）とする。









































































































































ヨウリンゴ M. pumila と同種12a）60c）である。
柰は㮈，奈とも書くが，㮈は俗字，奈は偽字とされ





















































































































1 このみ、くだもの。 2 かし。もと果物を砂
糖漬けにした。
古訓 〔名義抄〕菓 クダモノ・コノミ
（注 4）『集韻』7）巻之六 上聲下 果第三十四
果菓、古火切、説文、木實也、从木、象果形在木之上、或作菓、文十九
（注 5）『正字通』6）申集 上集九 艸部八
菓、俗果字




















































































































注申。李。東方 。 杏。西方 。 棗 。中央 。
桃。西方。栗。北方。若無レ之者。宜レ用二時美






































































































































































































































































一説、松子 棗 石留 橘 栢 近代用レ之





五菓ヲ爲レ助 李東 杏南 棗中 桃西 栗北
（注 40）『増補下學集』44）巻下之三 第十六 数量門
ゴ クワ スモモ アンズ ナツメ モヽ クリ
五菓 李 杏 棗 桃 栗 也
（注 41）『和漢名数』45）下巻 動植第九
クハ リ キヤウ サウ タウ リツ











































五行 木 火 土 金 水
方角 東 南 中央 西 北
季節 春 夏 季夏 秋 冬
五味 酸 苦 甘 辛 鹹 礼記月令云，礼記云
五臭
せん
羶 焦 香 腥 朽 礼記月令云礼記云
五味
す
醯 酒 蜜 薑 塩 鄭玄云
五穀 麻 麦 米 季 大豆 黄帝甲乙経云















































































（注 58）『十巻本 倭名類聚抄』9）10）巻九 果部
棗 本草云、大棗、一名美棗、音早、亦作レ、

































































































































ク タ モ ノ






























































































かむ し もろこし う
初メ〆二甘子ヲ一、従二唐国一來レリ。虫麻呂先ツ殖エテ二
其ノ種ヲ一結ヘリレ子ヲ。故ニ有二此ノ授一焉。
（注 78）『十巻本 倭名類聚抄』9）10）巻九 果部
橘 兼名苑云、橘、居蜜反、一名金衣、太知波
奈、











































かのえ ね つきたち すめらみこと た ぢ ま も り
九十年の春二月庚子の朔に、天皇、田道間守
みことおほ とこよのくに つかは ときじくのかくのみ
に 命せて，常世国に遣し、非時香菓を求めし












くるつとし しん び つきたち じん ご
明年の春三月の辛未の朔にして壬午に、
た ぢ ま も り とこよのくに かへりいた すなは もたら もの
田道間守、常世国より至れり。即ち齎せる物
ときじくのかくのみ や ほこ や かげ た ぢ ま も り
は、非時香菓、八竿八縵なり。（中略）田道間守
これ み やけのむらじ はじめのおや
は、是三宅 連が始 祖なり。
（注 84）『古事記』85）中巻
みやけのむらじら た じ ま も り とこ よ
又天皇、三宅連等の祖、名は多遲摩毛理を常世






かげ ほこ や ほこ も きた かむあが
縵、矛八矛を將ち來りし間に、天皇既に崩りま
かげ よ かげ ほこ よ ほこ
しき。爾に多遲摩毛理、縵四縵、矛四矛を分け





























































ば この て かしわ
葉・児手 柏ともいう。その





































ひ ひ し せき か ぎよく ひ ぎよくざん かかや
榧
フイ
〔音は斐〕柀子 赤果 玉榧 玉山果〔和名





























































































（注 98）『本草綱目啓蒙』61）巻之三十 木之一 香木類
三十五種

























（注：『本草綱目』53 卷瀕湖脈學 1 卷奇經八脈攷 1
卷60b）では柏を栢につくる。）































（注 107）『本草綱目啓蒙』61）巻之二十六 果部 果之
二 山果類 三十四種
柰
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